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住
民
に
密
着
し
た
行
政

新年捜施政方針
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i
i
l
iは
、
三
月
十
段
か
ら
イ
一
一
月
二
十
八
日
ま
で
会
期
十
九
時
間
関
を
も
っ

j
i
-
-
-
i
o

Oi--ae・e・
-
-
て
附
聞
か
れ
ま
し
た
。
と
の
議
会
の
狩
…
日
自
に
町
長
は
、
次
の
よ

i
i
j
i
O

。

;
j
:・
う
な
施
政
方
針
を
述
べ
「
ぬ
開
問
と
試
練
の
七
十
年
代
」
安
本
米
の
e
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3伎
楽
で
あ
る
柏
崎
滋
伎
県
内
の
日
常
生
時
間
に
密
務
ず
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
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専
心
し
‘
「
附
明
る
く
、
豊
か
な
町
づ
く
ち
」
仰
い
幾
務
的
努
力
を

iaR・
A.，e
O

。
:
i
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a
領
践
す
る
所
持
担
を
索
開
判
い
た
し
ま
し
た
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0

で
は
、
忍
仲
間
々
た
ゆ
み
な
い
努

力
を
絞
げ
ら
れ
た
時
総
会
滋
員

各
位
は
も

ιよ
号
、
件
前
に
調
掛
酬
酔

あ
る
的
問
山
M
を
説
出
し
ま
よ
な
か
っ
大

酔
町
民
各
伎
に
、
深
く
感
謝
取
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
一
一
日
月
開
同
日
、
料
制
緩
制
酬

た
の
句
、
本
町
は
本
年
七
月
一

時
三
市
制
制
緩
行
を
Rn
擦
に
‘
中
市
制
抑

協
側
弁
地
中
犠
議
を
鵠
肌
削
除
、
作
業
を

間
開
始
い
た
し
ま
し
た
u

「
発
展
と
神
州
側
母
七
十
年

代
い
と
い
う
一
言
葉
で
淡
湖
損
さ
れ

て
お
守
ま
す
が
、
訟
は
臨
吋
代
の絡ま支 :Ji*rをのベる契f J長

神
仙
・
れ
を
滅
擦
に
制
的
鐙
L
，仙川中
H

出
口
総
体
本
来
の
伎
楽
で
あ
る
跡
地

談
住
民
の
陪
常
生
活
に
前
相
殺
す

る
行
段
サ
l
ピ
見
に
導
心
4

し

「
絞
る
く
、
受
か
な
狩
づ
く

9
」
に
品
端
接
の
努
力
を
府
間
け
る

引
所
存
で
あ
れ
ツ
ま
す
。

「
渇
き
な
た
づ
ね
、
釈
し
き

を
州
知
る
」

mu
診
で
は
あ
ち
ま
せ

ん
が
‘
酔
吋
織
蹴
会
議
員
は
も
と
よ

号
、
町
民
各
位
か
ら
ど
叱
十
円
や

ら
、
ご
文
一
綬
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
持
拡
を
蕊
れ
吃
唯
一
筋
「
削
切

る
く
、
臨
耳
か
な
町
づ
く
り
」
に

専
念
し
て
き
た
過
ぎ
去
っ
た
が
U

年
間
を
猿
ち
か
え
号
、
反
怒
繁

栄
と
栄
光
の
殺
孫
子
町
の
将
来

を
一
翻
き
な
が
ら
、
当
駒
内
施
策
の

部
品
開
鴎
に
ふ
れ
て
、
蜘
叫
陥
州
各
伎
の

ど
題
解
を
惨
た
い
主
思
い
ま

す
α近
年
日
本
経
済
の
発
綴
は
め

ざ
ま
し
く
放
機
的
引
な
総
進
安
遂

げ
て
お
ち
ま
す
。
ま
た
、
時
棋
が

悶
側
、
用
問
院
内
総
生
一
議
は
、
十
年
後

さ
ら
に
現
在
昭
一
品
僚
懇
度
増
大

す
る
こ

F
も
不
可
抽
出
で
は
な
い

と
さ
え
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

我
孫
子
町
に
お
い
て
も
、
昭

和
問
問
十
六
年
一
一
一

R
に
お
け
る
常

務
組
制
緩
々
線
化
、
務
総
の
閉
開
業

に
よ
争
後
磁
的
な
人
口
“
認
識
哨
け
か

予
抑
制
さ
れ
ま
す
。
一
般
期
間
発
状

況
を
み
て
も
、
混
在
ヱ
常
増
発
す

ま
た
は
ヱ
家
綴
ヱ
ゅ
の
民
間
岡
市
屯
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造
事
業
税
制
松
、
守
山
川
ム
討
を
品
開
め

と
し
て
二
十
一
一
カ
所
.
そ
の
一
蹴

油
相
百
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総
経
人

ね
一
一
万
一
千
人
、
串
・
務
手
緩
や

久
守
談
、
犠
戸
地
一
総
合
会
せ
て

十
一
一
カ
問
問
、
そ
合
間
的
制
七
十
…

へ
h
q
h
i
ι
庁
、
検
終
人
口
一
万

二
千
人
、
桝
湖
北
ム
ロ
一
地
収
お
よ
び

災
一
点
台
柏
崎
町
悼
を
綴
め
主
す
る
防

施
工
緩
綴
綾
田
思
惑
楽
町
体
同
械
の
白
河

。
住
畏
柑
稿
料
札
の
後
立
に
つ
い
て

間
役
場
跡
に

謀

我
孫
子
町
民
一
山
官
僚
あ
た
哲

の
所
得
は
、
線
級
三
十
八
年
合

資
と
し
て
、
間
隔
制
相
間
関
十
問
料
年
は

材
開
六
十
ブ
と
、
経
由
肝
成
長
に
よ

ゥ
て
上
昇
し
、
制
閣
人
的
な
お
後

生
数
以
絞
か
に
な
っ
て
ま
い

p

ま
し
た
。
然
し
な
が
ら
経
淡
繁

栄
の
開
品
市
都
に
あ
ず
か
る
こ
と
の

少
な
い
考
人
、
母
子
市
部
燃
な
ど

慾
ま
れ
な
い
人
々
に
対
し
て

は
、
議
か
い
浴
室
〈
し
た
一
行
政
を

必
婆
と
い
た
し
ま
す
。

心
身
閥
枠
組
日
者
溺
刊
紙
制
月
後
に
つ

い
て
は
、
問
m続
的
問
十
内
相
小
沢
月

時
帆
加
郁
子
町
心
身
待
機
道
一
混
乱
肱
会

を
設
立
、
会
話
料
百
何
十
六
名
で

心
身
障
害
義
締
役
の
た
め
守
制
抑

命
の
努
力
を
い
た
し
E
お
争
ま

ふ

3
0

出
品
ホ
化
合
せ
る
主
、
一
九
七

0年

代
本
府
内
人
口
は
十
二
万
人

ι鍛

出
品
寄
れ
と
れ
に
伴
な
ャ
て
、
俊

民
の
く
ら
し
に
必
察
な
一
行
時
限
緩

樹
慨
は
、
替
門
的
、
胤
盤
的
に
増
大
の

一
議
を
た
ど
る
も
の
と
予
怒
さ

れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
急
増

に
伴
う
行
紛
政
緩
要
に
対
ゑ
十
一

る
に
は
、
令
分
後
に
わ
た
っ
て

幾
多
時
務
カ
を
必
漢
と
い
た
L

ま
す
。
す
な
わ
ゆ
口
、
澄
路
残
酷
鵠

義
務
教
務
線
設
、
摘
構
燦
衛
生
位
四

抽
出
、
拙
問
時
別
総
紬
棋
今
相
隅
社
協
肉
料
蹴
鰭
マ

役
務
端
端
境
務
設
の
光
察
、
加
え

て
A

訳
機
関
総
.
交
通
側
関
側
側
、
儒
捕

後
対
策
指
守
新
ら
た
な
行
政
務
柑
買

が
然
と
て
お

9
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
七
十
匁
代
は
我
孫
子
附
叫

に
と
っ
て
偉
大
な
泌
総
丹
十
字

と
な
る
と
約
時
仁
、
ま
た
、
紋

愉
刊
と
虫
…
白
榊
諮
り
十
年
℃
あ
ろ
う
と

間
部
わ
れ
ま
す
d

町
長
鋭
校
以
米
「
絞
る
く
、

後
か
な
釘
づ
く
与
」
念
総
額
し

て
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
出
向

と
も
な
す
べ
き
総
本
の
柱
を
鈴

げ
て
時
間
的
迷
認
の
れ
ん
め
終
カ
し

て
ま
い
っ
た
わ
け
で
す
u

歯

を

新

設

係
樹
n
.
義
務
教
繁
絡
に
多
額

め
尚
噛
乳
を
争
議
な
く
さ
れ
て
い

る糊
mAザ
‘
昨
年
後
氾
滋
.
乎
当
支

給
の
方
泳
を
雑
時
じ
保
育
、
教
育

授
の
一
助
に
と
附
品
い
ま
し
た

が
、
問
問
滋
以
上
支
品
開
と
な
っ
て

い
る
た
め
災
絡
に
そ
わ
ず
、
暗
(

悼
紙
袋
が
描
出
少
む
た
め
本
年
度
か

ら
一
二
%
以
't支
払
加
に
条
約
t
W
L
改

笈
し
、
官
瑠
悶
聞
の
砂
防
文
化
な
ば
か

っ
問
点
滅
mv
縫
全
な
務
総
に
努
与

い
た
し
た
い
土
掛
川
…
い
ま
す
h

数
送
金
支
給
の
拡
大

剥
消
防
十
世
往
の
お
令
市
告
に
た
い

し
、
災
海
を
ね
凶
M
M
L
品
引
税
金
を

ふ
文
絡
し
続
け
ど
ま
い
ち
ま
し
た

が
、
制
畑
山
相
開
問
十
年
以
米
時
年
一

オ
づ
っ
計
一
千
げ
を
行
な
い
、
心
串

年
後
は
人
十
一
二
才
‘
八
十
二
才

の
高
令
邸
棋
に
金
一
万
円
mm
略戦遜

念
を
支
給
い
た
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
老
人
が
お
か
ら

の
組
絡
を
滋
じ
て
、
時
陸
自
脱
会
側
部

輪
対
し
、
滋
合
の
説
明
令
紳
刊
も
、
老

人
思
議
か
な
鯵
滋
を
社
会
甘
い
掛
摘

発
し
、
よ
れ
ツ
よ
い
技
会
生
活
を

営
む
た
め
に
老
人
タ
予
ブ
の
殺

後
を
進
め
て
お
り
、
現
夜
そ
の

数
は
じ
十
六
、
ク
ラ
ブ
会
員
一

千
一
一
一
百
八
十
人
で
あ
ち
ま
す
。

今
後
益
々
こ
れ
ら
の
稼
成
を
は

か
つ
て
ま
い
れ
ソ
た
い
と
符
え
て

お
り
ま
す
。

蹴
帆
沖
開
的
引
な
還
訟
に
よ
っ
て
修

学
資
金
の
務
総
が
閉
間
後
な
火

学
、
高
校
生
に
対
し
て
学
資
金

の
貸
付
仇
修
行
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
は
そ
の
た
め
り
甘
献

金
を
淡
脇
陣
し
て
貸
付
ム
抵
の
増
税

を
は
か
り
、
筏
的
問
な
人
材
的
務

総
に
努
め
た
い
と
緩
い
ま
す
の

出
胤
口
間
後
点
唱
で
生
存
悶
の
際
交
な

は
か
る
も
む
に
つ
い
て
は
、
止
中

業
液
晶
閉
め
臨
民
品
刊
を
行
な
っ
て
お

争
ま
す
む

f

双
濡
拙
戦
争
と
い
う
設
業
が
生

ま
れ
る
剖
側
、
笠
通
事
故
に
よ

9

拙
ぬ
ん
じ
ま
た
は
、
財
閥
怒
も
を
受
け
る

議
は
、
揃
明
大
の
一
途
を
た
ど
れ
ツ

年
々
悲
し
い
総
銭
が
更
新
さ
れ

て
お
ち
ま
す
。
附
町
民
が
も
し
交

返
事
敢
に
あ
い
死
亡
ま
た
は
‘

政
問
楠
怖
を
う
時
り
た
と
き
の
た
め
に

常
は
、
死
亡
五
十
万
円
、
術
開
宣
宵

を
う
け
た
ガ
に
は
そ
の
回
程
度
に

よ
っ
て
十
方
向
以
内
紛
綴
償
金

を
支
給
し
、
的
か
ら
お
日
片
側
内
申
し

上
げ
る
交
唱
湖
町
悶
規
則
的
間
後
制
度
を

実
務
し
て
お
ち
ま
す
η

山
山
尚
肱
祝
金

制
制
緩
後
設
け
る

現
議
出
笠
原
に
つ
い
て
の
経
済

的
な
負
抑
制
が
然
大
し
て
お
り
、

し
か
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
健
液

晶
体
彼
等
の
約
付
外
で
あ
一
9
ま

ず
0

・
た
め
に
小
中
村
や
は
、
新
ら
た

v
h

山
山
泌
総
会
母
鱗
時
脱
会
設
け
、

…
出
品
に
つ
い
て
…
J
d
T
田けのい
mA棋

を
州
問
り
、
縫
全
な
ω
持制円に
M
O
め

て
い
た
だ
伊
Y
3
と
す
る
も
の
で

あ
れ
ツ
ま
す
。

相
部
調
阿
部
閉
位
入
所
古
語
部
川
す
る

搬や
M

鰐
か
事
え
て
謝
惜
十
明
的
録
保
育

震
で
は
判
資
糊
識
に
こ
た
え
る
と
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
一
本
年
度
神
仙
、

閉
同
役
務
酪
民
地
に
九
十
近
名
を
定

員
と
す
る
努
院
内
青
銅
を
務
総
し

て
脚
吋
民
の
一
袋
惑
に
お
こ
た
え
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
u

な
お
、

期
間
北
台
、
天
叩
ホ
ム
消
柏
崎
区
と
漁
協
蹴

の
叫
副
総
合
た
て
係
帯
門
的
念
く
を

開
削
し
た
い
と
間
部
い
ま
す
。

そ
の
他
、
宅
柏
崎
市
常
務
‘
交
殺

事
情
な
ど
に
よ
号
遊
び
場
や
マ
灸

な
い
つ
つ
あ
る
浴
室
母
た
め

に
、
児
期
地
遊
関
開
放
の
骨
盤
融
問
に
怠

を
も
ち
い
て
お
り
ま
す
。
調
惜
袋

蛙
撚
糊
附
さ
れ
て
い
る
党
愛
選
開
問
織

は
数
カ
所
に
す
ぎ
ず
、
今
後
栂

潟
数
思
議
制
問
、
齢
庶
務
を
計
争
後

会
川
な
幾
び
場
。
議
僚
に
つ
と
め

た
い
在
感
い
ま
す
。

法
定
マ
了
時
附
挨
機
的
然
科
佑
恥
答

申
究
檎
し
て
お
り
ま
す
が
、
跡
前
せ

て
線
学
仲
間
民
検
診
を
行
な
い
総
会

媛
、
が
ん
、
成
人
仲
間
輸
曹
の
回
中
郷

発
R
n
に
つ
と
め
俊
民
の
臨
時
機
管

殺
に
会
き
も
定
期
し
た
い
と
考
え
v

て
お
ち
ま
す
。
以
上
機
材
紙
一
行
政

の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
申
し
あ

げ
ま
し
た
が
、
訟
は
紳
舶
に
吋
民

間
り
総
べ
て
が
餓
臨
離
で
間
関
る
〈
蜘
離

か
な
念
品
問
が
営
ま
れ
る
よ
う
。

な
お
、
…
岡
沼
の
努
力
を
総
け

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

654 

@ 
数

布室
開佐 2
'J¥小震
の中ち

棒プ主
賓 i
賠 Yレ

建
設
も

我
が
邸
側
教
育
の
普
及
お
漢

は
、
後
界
で
も
綴
も
世
間
い
本
壊

に
あ

9
今円
H
R
繁
栄
の
務
盤

を
緩
い
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
激
務
曲
目
的
叶
体
、
人
間
関
の

時
前
成
と
綴
人
の
制
翻
意
を
&
ふ
か
し

な
が
ら
社
会
仰
い
資
総
す
る
た
め

の
務
カ
を
滋
発
す
る
と
と
に
あ

ち
ま
す
a

然
し
な
が
ら
、
同
単
に

'
知
約
数
間
判
に
国
間
す
る
v
」
と
な
く

計
会
守
訴
に
お
け
る
億
人
の
災

後
と
自
覚
を
う
な
が
す
た
め
丹

努
力
も
必
獲
で
あ
ろ
う
と
騒
い

ま
す
。
特
に
時
代
な
に
な
う
禅
問

主
し
て
樹
H

つ
こ
と
が
制
作
よ
り
も

大
切
で
為
ろ
う
ξ

惑
い
ま
す
。

州
統
筏
教
育
綴
淡
の
持
強
描
糊
充
実

に
費
時
を
附
川
い
る
こ
と
は
蝋
概
念
待

た
な
い
と
こ
ろ
む
あ
り
ま
す

が
、
山
小
げ
い
学
校
教
管
の
み
な
ら

子
.
家
間
慌
の
し
つ
け
を
は
じ

め
、
蛾
戦
場
そ
の
抽
出
の
間
同
民
生
活

の
お
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
人

間
同
教
育
が
必
孫
勺
あ
ろ
う
か
と

撚
わ
れ
ま
す
。

立川弘、

m
悶
和
十
節
、
・
小
山
ザ
学
校

絞
殺
の
鉄
耐
朗
氏
針
紛
争
い
叫
制
て
芳

則
門
小
学
的
棋
の
鉄
筋
化
、
緩
い
て

汗
占
小
学
校
官
級
品
開
予
算
に
よ

っ
て
時
間
後
校
舎
に
改
総
本
年
度

二
十
一
一
一
教
慾
の
宛
出
品
安
吻
了
後
し

て
お
り
ま
す
。
湖
北
台
小
、
小

学
校
も
本
年
内
だ
か
ら
判
制
緩
舎

に
て
授
祭
攻
隊
鈴
い
た
し
ま
す

な
お
、
校
舎
の
叫
制
緩
化
に
つ

い
て
は
あ
後
小
、
一
一
4

小
移
年
次

を
お
っ
て
改
築
い
た
し
た
い
一
統

亦
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
‘
沖
凶

小
学
校
に
関
脇
肉
体
育
的
関
八
潟
大

十
間
関
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
設
を

計
画
し
℃
お
り
ま
す
。

プ
i
ん
の
議
後
に
つ
い
て
は

常
に
防
協
同
高
官
袋
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
我
孫
子
一
小

期
間
北
小
中
主
建
設
し
て
ま
い
ち

ま
し
た
が
、
蜘
昨
年
に
続
い
て
本

学
伎
は
布
佐
小
中
ブ
!
ん
を
建

設
す
る
子
繁
を
計
ト
い
い
た
し
て

お
ひ
ま
す
。

ま
た
、
つ
ね
に
淡
納
酬
を
う
け

て
い
る
女
児
ゑ
伯
恨
の
報
掛
偶
然
燃

に
つ
い
て
は
、
学
校
枕
富
翠
費
の
e

域
開
偶
者
行
な
い
、
議
お
な
予
歯
持

丹
波
間
同
に
よ
り
、
父
兄
負
担
献
が

終
滅
で
き
る
議
援
を
総
じ
て
お

り
ま
す
φ

ま
た
、

P
T
A
鳥山山慨

に
つ
い
て
は
、
本
来
り
目
的
で

あ
る
P
T
A
運
胤
視
の
た
め
に
の

み
使
用
用
す
る
よ
う
白
地
震
な
る
務
…

倹
を
い
た
し
、
も
っ
て
父
兄
魚

鍾
合
戦
以
た
い
一
時
削
る
こ
と
に
努
め

た
い
と
用
品
い
ま
す
。

ハ
一
異
謝
に
つ
づ
く
)
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れ昭二、宮再来、は 滋ま

工
事
j韻
識
に
進
む

渡
戸
部
制
財
閥
，
M

組
問
刊
の
代
詩
と
し

て
は
、
師
側
あ
と
綴
綴
〈
綴
良
一
ニ
・

滋
メ
ー
ト
ル
マ
相
時
一
一
戸
綴
切
の

代
殺
と
し
て
は
、
紺
開
U
押

ζ
綴掛楠

ハ
掴
幅
員
二
・
二
十
品
メ
ー
ト
ル
〉

を
設
け
た
わ
け
で
す
。

ま
れ
品
、
添
加
H
浴
こ
送
掃
慣
に

い
て
は
同
交
差
部
丹
み
V

八
月
の
完
成
予
定
で
す
。

を
問
問
削
慨
し
ま
や
'e
さ
ら
に
、
広

綿
笠
樹
舶
に
よ
る
広
却
輔
、
本
庁
、
交

樹刑務
v
h
立
看
板
、
本
開
H

品
怖
に
は

懸
垂
幕
、
道
路
線
鵠
棚
、

htγ

タ

!
?
d
q
y
、
措
倒
断
歩
送
出
り
同
開
示

楠
暗
殺
軸
敵
機
し
ま
す
。
な
お
そ
の

後
の
安
逸
事
欽
の
絶
絞
を
蹴
闘
争

ま
す
。なお
、
と
め
一
滋
臨
抑
制
剤
問
中
に

は
、
総
焚
協
調
出
品
念
協
会
の
業
捕
揮

で
議
総
書
議
期
日
会
を
時
制
緩
咽
械
の

主
h
A
h
ソ
行
な
い
ま
す
出
り
で
、
ぜ

ひ
受
紬
備
さ
れ
ま
し
て
、
亦
ん
涌
押
送

絡
を
身
に
つ
け
、
一
震
の
認
識

役
絞
め
て
く
だ
さ
い
。
談
後
を

受
け
る
場
一
燃
は
、
ど
mw
会
織
物
で

で
も
受
け
る
こ

ιが
で
き
ま

す。口
ガ
ン
検
診

ガ
Y
検
診
を
次
の
自
制
慨
に
よ

り
行
な
い
ま
ナ
。

な
お
、
検
診
の
鏑
入
品
幽
知
念

慾
し
上
げ
ま
し
た
が
、
副
司
災
都

合
の
怒
い
議
会
は
、
仙
執
務
蹴
体
像

衛
集
制
帥
〈
後
料
鞠
八
一
一

i
一
一
玄

…
務
内
線
一
一
一
一
一
七
番
)
ま
で
ど

途
防
相
く
だ
さ
い
。
検
診
商
問
的
持
開

審
議
項
に
も
あ
げ
ま
し
た
が
、

融
制
業
‘
品
品
約
申
ふ
と
思
統
柄
は
必

ら
ず
川
編
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ

、。
ま
た
、
時
吋
僚
は
刷
州
人
滋
郊
に

記
殺
し
て
あ
れ
ソ
ま
す
の
で
、
遅

れ
な
い
よ
う
お
絞
い
い
た
し
ま

す
α認

調

輯

出
演
〈
ガ

γ
〉

R晋
@
品
庁
五
浜
蝕
踏
切
潟
行
止

時
棋
相
開
予
後
期
閣
総
〈
電
車
を
止

め
て
お
く
叫
問
)
母
新
設
工
事
に

伴
う
分
千
五
浜
街
道
踏
切
符
況
に

切
挨
回
出
土
、
下
線
者
数
畿
の
た

め
、
彩
縦
劫
噌
〈
歩
行
者
を
品
怖

く
〉
の
遂
行
止
め
を
行
な
い
ま

す。va
H
時
間
月
六
nu
午
後
十
}

昨
吋
か
ら
七
時
間
部
署
輸
出
五
臨
吋
ま
で

の
ム
ハ
待
問

。
古
肖
間
流
相
談

今
だ
の
樹
持
附
ん
柑
相
談
は
、
次
の

詩
制
械
で
行
な
い
ま
す
。

V
劉
月
十
七
n
E
(会
V

柑
概
数
セ

ン
タ
i
で
、
開
附
拘
相
川
悶
十
開
口
年

十
一
…
阿
川
崎
{
ま
れ
の
乳
児
、
時
吋

側
関
は
午
前
九
昨
吋
か
ら
十
}
時

半
ま
で
と
午
後
一
袴
か
ら
問

符
ま
で
。

マ
間
同
島
小
八
時
〈
土
)
指
摘
経
世

ン
事

i
で
、
昭
和
即
日
十
間
関
学

九
月
生
ま
れ
の
乳
児
、
臨
吋
制
問

は
午
約
九
時
吋
か
ら
十
一
脇
町
唱
す

円

v
S
糊
慨
嶋
崎
会
予
防
接
種

甘
口
自
ぜ
き
、
ジ
ア
?
り
ア
、

被
傷
晴
朗
の
一
一
一
綴
摘
出
jAm
予
防
接
種

・
を
次
的
M
U
制
棋
で
円
ず
な
い
ま
す
。

V
然
出
調
者

m
m
和
四
十
問
問
匁
六

月
一
お
か
ら
開
閉
和
悶
十
緩
和
↑

十
二
ロ
月
一
一
一
十
…
門
悶
ま
明
、
に
生

ま
れ
た
出
向
ゑ
掛
川

wv
時
吋
酬
間
各
会
、
説
明
と
も
午
後
二

臨
吋
か
ら
コ
一
時
ま
で

V
創
作
品
持
然
科

な
お
、
品
則
子
4
T
際
お
よ
び
伺
間

人
あ
て
議
知
状
を
必
ら
ず
持

参
く
だ
さ
い
。

日
寝
袋
ハ
一
…
一
綴
機
会
〉

@
臨
地
時
滋
緩
ゆ
怖
の
向
上
に
つ
い
て

過
去
七
年
を
上
回
わ
る

道

路

舗

装

を

人
口
の
品
積
に
伴
な
う
液
成

整
描
捕
が
樹
廿
ω
抑
で
な
い
と
と
は
先

に
上
げ
た
と
お
り
で
す
が
、
現

総
の
線
路
問
、
議
開
閉
等
也
記
分
拐
し

て
み
る
と
送
時
師
、
排
水
滋
絞
殺

僚
の
務
担
描
が
蝦
況
に
b
b
十
パ

i
セ

シ
ト
彩
ふ
ま
わ
っ
て
お
り
、
溶

融
蹄
行
政
に
つ
い
て
は
、
間
叩
和
一
一
一

十
八
年
以
来
、
総
務
時
離
脱
附
双
山
H

一
一
一
千
メ
ー
ト
ル
、
慾
後
二
刀
一

千
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
援
組
担
T

五万

二
4
3
平
方
メ
ー
ト
ル
と
鋭
笈
努

力
を
緩
け
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
仲
間
関
の
再
開
廷
す

る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
種
遣
い
も

の
が
あ

p
ま
す
。
し
た
が
っ
て

七
十
年
代
は
、
論
呼
お
幾
鵬
糊
絞
れ
阿
川

主
な
ら
ざ
る
な
殺
な
い
で
あ
ろ

う
と
緩
い
ま
す
。

四
÷
一
二
路
線

五
万
蕊
千
平
方
米
銭
裳

本
称
変
山
弘
、
道
路
関
係
に
つ

い
て
も
、
道
路
鎖
措
開
閉
悶
十
日
出
帥
路

線
、
五
万
家
千
平
方
メ
ー
ト
ル

と
浴
中
間
令
年
分
安
上
回
わ
る
予

然
を
計
上
し
、
昨
民
間
り
一
袋
綴
に

応
え
る
所
存
で
あ
ち
ま
す
。

常
袋
線
淡
々
線
ル
仰
に
終
な
い

本
町
の
料
航
滋
拘
筑
波
部
七
時
間
柏
駅
申

す
べ
て
が
立
体
交
遺
主
な
れ
ワ
ま

す
。
と
れ
が
由
完
成
す
る
収
税
制
間

十
六
年
三
月
以
降
神
品
、
交
通
安

舎
一
の
会
〈
が
糊
加
せ
ら
れ
る
k
共

v
h
終
発
展
の
一
大
田
宮
川
問
k
な

れ
ツ
得
る
と
確
信
い
た
し
て
お
り

ま
す
。上水
滋
静
静
櫛
熔
は
‘
昭
和
額
十

町の人口
問事145~手 2 持 28臼現在

男 19，862人前月比例入増

女 20.42告人グ君7Q 

絞 4弘2争1人グ 181グ

後手語数10，035t仕後σ74数千香織

2J守の人災華告書禁

努女計

tll 1'. 31人 37人総人

転入 17哲人 187人 366人

死亡 15人汐人 34人

総1Il 101人 118人 2殺人

一
年
度
か
ら
fa
力
年
計
蹴
闘
を
た

て
爽
癒
し
て
お
ち
ま
す
。
計
霞

仲
帖
開
糊
掛
桝
に
地
時
み
蹴
出
に
郡
出
水
管
廷

後
八
万
間
千
五
百
五
十
メ
ー
ト

ル
、
拙
師
免
品
開
設
俊
一
一
世
同
六
十
世
一

議
が
発
総
し
‘
約
口
一
千
数
世
帯
に

つ
い
て
絵
本
を
い
た
し
て
お
hv

ま
す
。
な
お
、
本
年
度
紋
笈
カ

年
計
閣
の
最
終
年
阪
で
あ
り
ま

す
阜
で
、
給
水
晶
体
機
数
七
千
役

務
一
家
路
線
に
芳
一
鍛
工
事
の
完

成
を
慨
糊
す
る
主
共
V
L
1

芳一…制削

工
事
を
続
出
相
四
十
六
怒
緩
か
ら

一
ニ
カ
年
計
衡
を
も
q

て
捻
ヱ

し
、
命
川
蜘
時
を
払
如
水
区
域
と
し
、

上
水
滋
普
及
率
の
向
上
を
絞
る

と
共
に
、
描
肘
火
品
胞
な
絞
榔
臨
し
、

防
火
箔
絞
め
然
党
に
つ
と
め
た

い
と
附
櫛
い
ま
す
。

下
水
道
施
設
に
つ
い
て
湖
沈

台
、
若
松
及
び
督
似
合
柏
崎
燃
に

つ
い
て
は
総
紋
下
水
遂
事
業
と

し
て
鴻
掛
か
鱗
b
z
附
開
始
し
て
お
り
J

ま

す
が
、
本
年
度
は
町
全
体
mw
数

設
計
画
を
棋
樹
て
年
次
な
お
っ
て

貯
町
下
水
激
務
嫌
滑
に
取
り
抑
制
む
器
開

存
で
あ
り
ま
す
。
品
惜
し
な
が
ら

下
水
滋
事
業
法
、
多
大
の
財
飲

食
毅
を
必
要
と
い
た
し
ま
す
の

で
一
挙
に
終
決
ナ
る
方
途
は
あ

り
ま
扮
ん
の
で
、
そ
め
一
一
段
構

k
し
て
議
中
市
下
水
路
の
議
織
閥
会

行
な
い
、
終
末
排
水
織
の
汚
点
乞

期
し
た
い
と
添
い
ま
す
。

V
ゴ
ミ
焼
却
場
建
設

ど
み
収
集
に
つ
い
て
は
、
阪

和
三
十
八
年
以
来
然
科
祭
紋
を

幾
録
し
て
お
り
ま
す
が
、
大
型

波
踊
間
臨
吋
代
と
い
わ
れ
る
現
十
位
に
防
災
の
俊
樹
開
の
不
織
の
な
い
よ

あ
っ
て
は
、
ど
み
は
愛
媛
共
に
う
鋭
意
作
業
を
遂
あ
る
べ
く
、

大
型
化
し
、
今
後
の
行
持
政
叩
一
そ
の
た
め
の
人
員
、
機
微
輔
守
的

大
陸
横
点
・
と
な
る
マ
あ
ろ
う
と
存
充
実
安
凝
り
た
い
と
患
い
ま

じ
ま
す
。
}
自
も
休
む
こ
主
な
す
α

〈
鈴
泌
さ
れ
る
大
鳥
艦
大
絞
め
ど
校
時
限
曲
緑
色
完
九
駕
鍋
闘
枇
慌
に
つ
い

み
処
理
に
つ
い
て
、
そ
の
終
決
て
は
、
夜
夜
怒
氷
川
嶋
崎
執
が
議
軸
開

策
に
つ
い
て
は
、
年
々
務
援
い
む
ま
ま
欽
絞
寄
れ
て
い
る
よ
う

た
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
擦
な
滅
状
で
あ
号
ま
す
が
、
本
島
怖

か
ら
一
一
カ
年
計
一
践
に
よ
り
一
限
緩
こ
そ
岡
崎
当
局
お
よ
び
地
一
%
総

当
h

ツ
百
五
十
域
的
地
綾
部
総
却
場
実
主
充
分
な
組
制
し
会
い
の
う
え

申
愛
媛
を
許
制
闘
い
た
し
て
お
り
完
成
を
し
た
い
。

ま
す
hu

ど
み
の
処
理
に
苦
慮
し
そ
の
絃
か
、
組
制
緩
・
取
手
線

て
い
る
m
り
は
当
町
の
み
で
は
あ
二
削
川
柏
駅
託
つ
い
て
も
揖
用
品
対
局
に

り
ま
せ
ん
の
守
広
崎
明
絡
緩
め
立
働
き
か
け
早
期
潟
市
偶
者
総
h

ソた

昌
明
か
ら
間
間
帯
間
対
主
の
共
闘
間
後
部
い
と
同
部
い
ま
す
の

盤
情
的
絞
淡
に
つ
い
て
話
し
合
い
成
附
同
然
災
錦
概
況
化
に
つ
い
て

安
瀬
臨
め
て
お
争
ま
す
の
で
、
一
も
本
町
総
民
永
年
の
懸
察
官
辞
筏

お
も
闇
γ
く
、
こ
れ
が
銘
成
を
み
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
後
に

る
べ
く
努
力
を
数
ね
る
所
存
で
は
そ
の
皐
潟
慰
問
渓
に
、
沿
線
狩

あ
争
ま
す
。

e

品
持
品
内
々
に
一
…
線
的
努
力
を
い
た

し
級
品
叩
勉
強
に
つ
い
て
は
、
し
た
い
と
勝
い
ま
す
。

。
経
済
怒
爽
と
ヂ
の
官
附
疲
ル
誌
に
つ
い
て

駅
揺
謁
活
侮
の
造
成

試
案
で
は
高
鑓
共
同
窓
舗
方
式

紫
綬
綴
淡
々
線
免
の
完
成
、

そ
れ
に
傍
勺
て
新
聞
肌
母
鍔
染
、

我
様
子
然
が
務
上
鋲
と
し
て
改

装
さ
れ
、
緩
や
仙
d
m
肉
闘
機
議
銘
に

よ
っ
て
つ
な
が
9
ま
す
。

と
う
し
た
条
件
の
な
か
で
、

裂
は
、
我
孫
子
叙
市
閉
口
十
一
品
地
区

間
幽
登
譲
事
業
を
災
絡
す
る
と
隠

昨
吋
に
、
奴
紛
隊
出
問
常
的
母
造
成
を

悶
悶
ち
た
い
と
患
い
ま
す
。

相
掛
姦
我
孫
子
町
り
補
間
後
人
口

は
絵
、
笈
官
民
方
揃
削
に
八
十
が
間
近

く
流
出
関
し
て
い
る
主
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
担
こ
主
に
か
ん

が
み
、
今
後
幾
多
mw
日開岬概念体作

な
う
こ
と
で
は
あ
ろ
う
と
は
感

仙
捕
波
市
開
業
者
、
地

4
開

ns日
i
訪
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

新
入
学
先
童
に
は
特
広
注
意
を

「
品
柑
い
生
命
、
可
申
訴
の
栓
が
綾
部
材
様
、
滋
い
験
者
mw
緩
い
主
、

昨
即
日
も
今
誌
も
、
受
遂
事
数
に
そ
の
品
描
交
遜
に
剛
関
係
為
る
も
の

よ
っ
て
ム
却
を
経
っ
て
い
く
交
議
に
泊
先
遜
安
全
開
削
郊
の
潟
必
殺
伐

行
殺
争
、
問
問
Hn
も
総
く
で
あ
ろ
う
を
図
り
、
注
し
い
尚
武
滋
ル
i
d
w

発
主
総
わ
れ
ま
す
。
い
の
然
絞
殺
潔
闘
機
づ
け
る
こ
主
を

隠
今
年
も
入
学
緑
樹
剖
の
閏
月
会
議
目
的
に
淡
の
四
項
目
を
か
か

刑
事
え
ま
し
た
。
交
渓
事
故
か
ら
げ
一
念
関
一
斉
に
漆
閥
容
れ
ま

ι
と
号
入
学
周
期
離
を
怒
る
事
を
棄
す
。

艇
に
、
容
の
食
関
銃
満
期
安
全
運
動
時
議
ぷ
問
問
機

殺
が
、
問
問
向
月
六
日
か
ら
師
向
丹
十
五
つ
予
係
と
老
人
の
交
遜
資
金
山

善
良
ま
で
の
十
日
間
実
絡
さ
れ
ま
の
議
録

一

す

。

二

、

正

し

い

機

断

の

徐

行

一
こ
の
綴
俊
神
仙
、
人
命
世
帯
還
の
一
丸
、
検
緩
や
め
歩
行
者
民
間
帯
読
の

…
潟
地
か
ら
ね
人
議
事
故
紡
止
の
拠
能
儲
間
後

一
媛
、
主
く
に
入
学
ヰ
吋
郊
に
お
た
段
、
飲
滋
速
い
転
の
的
紋

…
る
の
で
子
供
の
受
講
蹴
務
放
の
絞
ま
た
、
こ
の
滋
験
中
、
本
吟

一
揖
慌
を
柄
拘
綴
注
し
て
、
す
べ
て
の
で
は
、
か
ん
時
期
出
品
会
対
策
協
議
会

こ
み
な
さ
ま
方
か
ら
ど
愛
額
一
な
や
議
滅
工
事
を
進
抗
り
て
ま
い
り

い
た
だ
い
て
お

P
ま
し
た
「
絞
ま
し
た
が
、
本
年
絞
殺
加
誠
子
沖

び
孫
子
町
綴
絡
協
会
」
を
「
品
品
開
始
一
一
中
学
校
〈
似
品
仲
〉

E
我
孫
子

叩
ず
蜘
町
判
的
泌
総
総
公
社
」
と
改
称
沖
波
小
学
校
ハ
仮
称
)
む
沼
地

量
的
す
る
と
‘
と
に
な
れ
ツ
ま
し
た
。
車
内
取
得
喧
曹
に
あ
た
る
ζ

主
に
な
争

!
ー
る
一
一
一
月
六
日
付
で
千
緩
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ど

車
問
府
知
事
の
糊
純
一
刊
な
い
た
こ
首
位
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

だ
い
た
の
官
す
が
名
称
剖
]
う
山
制
緩
い
申
し
あ
げ
ま

H
が
変
q
て
も
仕
事
由

w
m
A
m
変

す

。

容
は
桝
愛
知
主
同
じ
で
す
殺
な
お
‘
俊
市
羽
絡
が
な

の
で
今
ま
で
と
附
問
じ
よ
建
称
く
て
お
隠
れ
Y

A

り
み
な
さ

う
に
ば
世
先
制
況
の
ほ
ど
を
ム
務
室
ガ
に
少
し
で
も
安
い

お
醐
聞
い
申
し
あ
げ
ま
曲
線
。
明
ム
ム
泌
を
お
分
け
で
き
る

す

。

よ

う

に

餐

カ

し

て

お

ち

我
孫
子
町
で
は
い
ま
七
月
を
ま
す
の
で
、
そ
の
僚
は
「
広
報

開
制
緩
に
資
制
削
銭
一
む
の
た
め
の
準
あ
び

ιい
も
ぽ
滋
じ
て
お
知
ら
せ

脇
陣
に
入
っ
て
お
巨
ま
す
。
改
称
い
た
し
ま
す
。

し
た
判
部
中
市
建
設
公
社
は
努
事
、
都
我
孫
子
町
細
部
事
議
会
統

我
孫
子
常
時
世
帯
学
校
の
制
問
柏
崎
滋
待
選
宮
前
駅
間
鈴
木
和
室
宵

ね
ど
遂
鮮
と
ど
協
力
安
い
た
だ

き
な
が
ら
、
一
大
潟
市
胤
織
の
造

成
な
一
お
も
階
中
く
均
成
さ
せ
た

い
と
開
制
い
ま
す
。

試
築
の
薦
出
駒
市
聞
は
、
際
情
制
広

場
か
ら
出
問
へ
一
説
七
十
メ
ー
ト
ル

緩
五
十
メ
!
ト
片
、
治
下
一
時
閉

燥
し
み
附
悶
踏
の
市
開
応
出
関
ニ
縁

ιそ

の
上
擦
に
八
酷
聞
か
ら
十
織
の
品
開

宅
怒
同
川
を
鈴
師
陣
ず
る
れ
腕
問
で
あ

ち
ま
す
。

鶴
間
ぷ
釈
か
ら
古
関
山
抽
出
間
二
階
に

電
鍍
さ
せ
、
中
川
i
ヅ
γ
V
ス
テ

ム
自
共
同
開
昨
抑
蛸
湖
蹴
問
も
よ
竣
成
し
、

地
下
h
k
酌
都
議
蝋
朝
、
困
問
時
間
屋
上
に

公
附
開
設
愉
路
、
と
い
う
超
デ
ヲ
ツ
ダ

凡
な
も
の
で
あ
り
'
ま
す
が
、
総

孫
子
町
古
閑
祭
発
繰
り
日
大
企
開
問

主
緩
む
℃
お
り
ま
す
Q

よ
っ
て

然
繁
人
口
め
流
出
闘
を
時
仰
ぐ
と
仲
間

に
然
m
問
、
取
手
方
蕊
は
も
k
よ

ね
J

、
務
官
問
地
区
か
ら
出
財
務
幽
需
品
骨

流
入
殺
は
か
る
も
の
で
あ
号
ま

ナ。
仲
間
宅
地
内
に
点
綴
す
る
ふ
エ

楽
に
つ
い
て
は
、

γ
中
議
会
の
強

い
品
相
内
灘
も
あ
争
ま
す
の
で
、
工

場
開
問
総
を
竣
成
し
、
工
場
の
相
艦

隊
伐
を
は
か
り
傘
殺
の
発
機
を

期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
世
斜
路
日
紛
糾
に
つ
い
て
は
、
米

向
げ
の
液
波
紋
策
主
い
う
一
大
紙

偽
世
舗
に
立
た
さ
れ
た
わ
け
マ
あ

号
ま
す
が
、
務
中
叩
滋
郊
の
制
特
を

品
棋
大
閉
山
に
矧
間
期
用
し
て
生
鮮
民
副
情
践

の
鋭
機
、
議
拘
調
、
骨
宙
産
等
に
カ

を
持
拡
ぎ
、
食
接
一
役
鵠
げ
の
向
附
上
を

は
か
h

ソ
た
い
。
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